
令和４年度学校評価計画 
小美玉市立竹原小学校 校長 谷萩 成利 

 １ 学校教育目標 

自ら学び 自ら考え 心豊かに人と関わることのできる たくましい児童の育成 

                   

        

 ２ 目指す学校像、児童・生徒像、教師像 

  学校像 

『楽しく元気な学校づくり』   

○主体的・対話的に学び、分かる喜びを得られる学校 

○あいさつから始まる温かい人間関係で満たされる学校 

○活躍のチャンスがあり、チャレンジでき、チャンピオンになれる学校 

○保護者や地域と連携・協力し、環境の整った美しい学校 

  児童・生徒像 
○ 自ら学び働く子      ○ 元気にあいさつする子 

○ なかよく助け合う子    ○ 最後までがんばる子 

  教師像 
○児童に寄り添える教師 ○情熱に満ちた教師 

○信頼される教師    ○向上できる教師 

        

 ３ 学校の現状 

○  学力診断のためのテストおける正答率に、年・教科によって正答率にばらつきが見られた。ま

た、資料や表、グラフ等から必要な情報を読み取って解答する設問の正答率が、県平均よりも下

回っている。問題を的確に読み取り、自分の考えを分かりやすく表現したり、記述したりするこ

とを苦手とする児童が見られる。コロナ禍のため児童同士の対話的な学びが十分ではない。また、

表現力向上のため、今後とも授業の改善が必要である。 

○  元気な挨拶に課題がある。高学年になるほど自分から進んで元気に挨拶する児童が少なくなる

傾向がある。元気な挨拶や学級活動・学校行事を通して、絆づくりや一人一人の居場所づくりを

コロナ禍においても着実に進めることが課題である。キッズグループ（異年齢集団活動）により、

遊びや田植えなどを通して異学年間で思いやりの心や感謝の心が育まれている様子が見受けられ

る。通学班において上級生が下級生の面倒を見ることが下級生の手本となり、それが、本校のよ

い伝統となっているため、今後とも豊かな心の育成の取り組みを継続する。 

○  新型コロナウイルスの影響もあり、全体的に体力の低下傾向が見られる。体育的行事や体育の

授業の充実、休み時間の外遊びの励行などにより、各学年とも体力の維持・向上に継続的に取り

組む。投力や握力をはじめとする運動量の確保に努め、コロナ禍においても児童の体力の維持・

向上を図っている。 

 ４ 前年度の成果と課題 

〇学力向上について 

確かな学力を育成するため、「対話的学びの充実」｢特別支援教育の充実｣「読み取る力の育成」

「家庭学習の充実」を柱として取り組んできた。授業においては、タブレット端末の活用を中心に

ＩＣＴ機器の効果的活用について校内研修を重ねた。家庭学習や自主的な学習活動の充実を図るた

め、臨時休業中においてもタブレット端末を有効に活用した。本校の県学力診断のためのテストの

結果からは、正答率の年ごとの変動が大きい傾向が見られている。国語においては、相手や目的を

意識して、文章を考え、伝えること、聞く力に課題がある。算数においては、グラフや資料から読

み取って自分の考えを表現すること、問題の意味を理解することに課題が残る。そのため、本年度

末に補充学習を実施し学力の定着を図った。補充学習の内容としては、教科横断的に自分の考えを

説明するような課題を授業の中で取入れたり、朝のモジュールを活用して、漢字の読み書き、ドリ

ル的に短い文章を書く学習指導を取入れたりした。今後とも誤答傾向の分析などをさらに進め、指



導方法の改善を進めていきたい。   

〇豊かな心の育成について 

令和３年度の組織目標の「対話力を向上させよう」に基づき、挨拶について、教師が範を示し、

声に出してあいさつを交わすことを習慣付けてきた。「よりよい人間関係づくり」を図るために、

今後は学級活動での構成的エンカウンターの実施や、道徳の時間で、考え、議論することを多く取

入れていきたい。また、人権を意識した学校生活について職員間で確認した。特に呼名の仕方や何

気ない言葉でも人権を侵害することがあることを再確認した。道徳の時間の対話場面では、タブレ

ット端末を活用することも意識しながら授業を進めた。ＩＣＴ機器の効果的活用を図りながら指導

法の改善を目指し、授業で学んだことが日常生活の中でも実践できる機会を設けている。令和３年

度によつば幼稚園が同じ校舎内に開園し、幼小交流の機会をできるだけ多く取入れるようにした。

今年度も必要な感染症対策を講じつつ、幼稚園児とのふれあい活動など道徳の授業と結びついた行

事等を意図的に設定し、豊かな心の育成につなげていきたい。 

〇健やかな体の育成について 

新型コロナウイルス感染症対策については、日常生活との両立を図ることが大切であると考え、

朝の登校時に一人一人の健康チェック表を確認し、手指の消毒をしてから校舎に入るように指導し

てきた。遠足等のバスでは１台増便し２座席に一人座るような対応をした。昨年度は、新型コロナ

ウイルス感染症の拡大防止と体育館長寿命化改修工事、運動場のぬかるみなどにより、体育的な活

動が制限されることが多くあった。そうした中、運動会については規模を縮小して分散型で実施す

ることになったが、児童の活躍の場の確保に努めることができた。持久走大会については、実施す

ることができなかったが、業間マラソンなど、大会までに体力向上の機会を多くもてたことは大き

な成果であったと考える。今後、適正な感染防止を図った上で、休み時間には多くの児童が運動場

に出て活発に運動に取り組むことができ体制づくりをさらに進めていきたい。 

        

 ５ 組織目標 

番

号 
内   容 

実施期間 

R4     

1 児童の自己肯定感を向上させよう ○     

       

 ※重点化して設定してください。      



令和４年度 学校自己評価書 
小美玉市立竹原小学校 校長 谷萩 成利 

 １ 今年度の取り組みの概要 

学校経営の基本方針を「楽しく元気な学校づくり」とした。基本方針を実現させるため、①「主体

的・対話的に学び、分かる喜びを得られる学校」②「あいさつから始まる温かい人間関係で満たさ

れる学校」③「活躍のチャンスがあり、チャレンジでき、チャンピオンになれる学校」④「保護者

や地域と連携・協力し環境の整った美しい学校」の各項目について具現化に努めた。そして特に｢確

かな学力の育成｣｢豊かな心の育成｣「活力の育成｣について、達成目標を設け具体的な方策の実践に

取り組んだ。 
 

＜達成度 A：十分に達成  B：おおむね達成  C：達成せず  D：課題が残る＞ 

 ◎ 組織目標 １ についての具体的な取り組み 

組織目標 １  

達成目標 具体的な方策 実施結果 達成度 

 

確かな学力の育成  
〇しっかり話を聞き、対話的

に学習することを通して、

確かな学力を育成する。 

○ ICT機器の効果的な活用 

 ・個別最適な学び 

 ・聞くことから協働的な学びへ 

 ・対話的な学習でのタブレット活

用 

○ 特別支援教育の充実 

 ・インクルーシブ教育の推進 

○ 読み取る力・筋道立てて考え    

る力の育成 

 ・短作文等の工夫 

 ・国語科モジュール時間の活用 

○ 家庭学習の習慣化 

 ・タブレットの効果的利用 

 

・校内での相互授業参観や美野里地 

区小中一貫教育に係る相互授業参 

観を実施することを通して、授業 

力の向上を図ることができた。 

・タブレットを使った学習に、授業 

や家庭でも抵抗感なく取り組める 

児童が増えた。 
A 

 

豊かな心の育成  

〇「あいさつ、あとしまつ、

ありがとう」を大切に、人

と関わり合える豊かな心を

育成する。 

○ 元気なあいさつの実践 

 ・児童主体のあいさつ運動 

○ 絆づくりと居場所づくり 

 ・絆づくり 

  (学級づくり・縦割り活動) 

 ・一人一人の居場所づくり 

○ きれいな学校づくり 

 ・整理整頓の常態化 

 ・師弟同行清掃 

○ 感謝できる心の育成 

 ・考え、議論する道徳 

 ・地域との連携、外部人材活用 

 

・元気な挨拶ができるように、月初 

めに代表委員や各学年の児童が正

門前に立って挨拶運動を行った。 

・昨年度までに登校が難しかった児 

童が、登校できるようになり、児

童間のトラブルの減少も見られて

いる。 A 

 

活力の育成  

〇小さなことも「認め ほめ 

ともに喜ぶ」ことを通して、

一人一人の持ち前を育む。 

○ 活躍の場づくり 

 ・一人一役の係，委員会活動 

  ・実行委員会活性化 

  ・積極的生徒指導 

○ 運動の日常化 

 ・休み時間の確保(外遊び奨励) 

  ・体育的行事の工夫 

○ 保健安全教育の充実 

 ・安全教育の推進 

 ・感染症予防教育の充実 

○ 基本的生活習慣の確立 

 ・早寝･早起き･朝ごはんの推進 

・学級活動や学校行事を通して、小

さなことも「認め ほめ ともに

喜ぶ」ことで、一人一人の持ち前

を育み、自己肯定感を高めること

ができた。 

・感染症対策、熱中症対策をしつつ、

「外で元気に遊んだり、運動した

りする」機会の確保に努めること

ができた。 

・体育の時間に加え、休み時間の外

遊びを励行したり、体育的行事や

集会の充実を図ったりすること

で、体力の向上が図られた。 

 

A 

 



 ２ 今年度の成果と次年度に向けた課題 

○学力向上について 

確かな学力の育成として、ＩＣＴ機器の効果的な活用、特別支援教育の充実、読み取る力・筋

道立てて考える力の育成、家庭学習の習慣化を柱として取り組んできた。校内研修においては、

タブレット端末の活用を中心としたＩＣＴ機器の効果的活用について研修を重ね授業改善を図っ

た。また、家庭学習や自主的な学習活動では、タブレット端末の活用を推進した。 

本校の県学力診断のためのテストの結果から、正答率に学年間の差がみられる。また、算数に

おいては、グラフや資料から読み取って自分の考えを表現することに課題がある。そのため、次

年度に向けて補充学習を実施し、基礎・基本の定着中心に学力の向上を図る。今後とも誤答傾向

の分析などをさらに進め、授業の改善を図る。 

○豊かな心の育成について 

今年度の組織目標「児童の自己肯定感を向上させよう」に基づき、挨拶については、声に出し

て挨拶を交わすことを教師が範を示し、習慣付けてきた。特に、元気な挨拶ができるように、月

初めに代表委員や各学年の児童が正門前に立って挨拶運動を行ってきた。学級においては、小さ

なことも「認め ほめ ともに喜ぶ」ことで、絆づくりや居場所づくりを行い、自己肯定感を高

めるようにしてきた。そして、学校ボランティアなどでお世話になっている方々に感謝の気持ち

を伝える場を設けることで、感謝できる心の育成を図ってきた。次年度は、校外学習や運動会、

レクリエーション、田植え・稲刈り、ふれあい集会（１５０周年記念集会）等の学校行事を通し

て、各集団の絆を深める。 

また、人権を意識した学校生活について職員間で確認し、教師が人権感覚や人権意識をもつこ

とで、児童に人権を大切にする意味を伝えられるようにした。道徳の時間には、対話場面でタブ

レット端末を効果的に活用するなどして、道徳性の向上に努めた。幼小連携では、次年度もよつ

ば幼稚園との連絡調整を定期的に実施し、運動会の合同実施や低学年・特別支援学級との交流学

習、幼稚園の発表会の参観を通して交流を更に深める。特に、幼稚園児とのふれあい活動など道

徳の授業と結びついた行事等を意図的に設定し、豊かな心の育成につなげていきたい。 

○活力の育成について 

活躍の場づくりとして、ふれあい集会においては日頃からお世話になっている方々へ感謝の気

持ちを伝えることができた。また、１５０周年記念に向けての実行委員会を組織し、児童主体で

の活躍の場を設定し取り組んでいる。運動の日常化については、なわとび集会や持久走大会に向

けて児童一人一人が自分の目標をもって取り組み、全校児童で走ったり練習したりすることがで

きた。休み時間には多くの児童が運動場に出て、活発に運動に取り組む姿が多く見られるように

なった。保健安全教育では、外部講師を招いての避難訓練やいのちの安全教室を実施し教育効果

を高めることができた。基本的生活習慣の確立については、食習慣に課題が残った。好き嫌い無

く給食が食べられるよう栄養教諭や家庭と連携し、食習慣の改善に努めていきたい。 

３ 保護者や地域への皆様へ 

○ 学校経営の基本方針を「楽しく元気な学校づくり」とし、学校全体として｢児童の自己肯定感を

向上させよう｣を組織目標とし取り組んできました。挨拶については、教師が範を示し、声に出し

て挨拶を交わすことを習慣付けてきました。また、元気な挨拶ができるように、月初めに代表委

員や各学年の児童が正門前に立って挨拶運動を行ってきました。学級においては、小さなことも

「認め ほめ ともに喜ぶ」ことで、絆づくりや居場所づくりを行い、自己肯定感を高めるよう

にしてきました。また、学校ボランティアなどでお世話になっている方々に感謝の気持ちを伝え

る場を設けることで、感謝できる心の育成を図ってきました。次年度は、校外学習や運動会、レ

クリエーション、田植え・稲刈り、ふれあい集会（１５０周年記念集会）等の学校行事を通して、

各集団の絆を深めていきます。また、保護者や地域の協力を得ながら、学校の教育活動を充実さ

せ、児童一人一人の成長を促す活動に積極的に取り組んでいきます。 

○ 児童の学校生活アンケートでは、「学校に来ることが楽しい」と答える児童が約９０％（１１

月）と、前回調査８５％（７月）と比較して増加しています。また、「給食は好き嫌いなく食べ

ている」については、できていると回答した児童が６９％と他の項目に比べて低い傾向が見られ

ました。これについては、コロナウイルス感染予防のための制限の多い学校生活の影響も考えら

れますが、個別対応が必要な場合もあり、ご家庭の協力も得ながら対応をしていきたいと考えて

います。 



 

 


